
                     

                     

店内は〝海の中〟をイメージ

                     

                     

                     

                     

                     

怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、す
ぐ
家
族
や
警
察
に
相
談

金城大図書館ボランティアが展示

志段味図書館で分かりやすく紹介

                     

                     

〝
人
と
人
と
の
触
れ
合
い
を
大
切
に

し
た
い
〟
と
「
く
じ
ら
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
」

く
じ
ら
Ｃ
Ａ
Ｆ
Ｅ
　
　

　
小
幡
一
ノ
一
ノ
二
八

　
〝
海
の
中
〟
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
と
い
う
店
内
で
、
本
格

コ
ー
ヒ
ー
や
全
て
手
作
り
の

ス
イ
ー
ツ
を
は
じ
め
、
多
彩

な
食
事
メ
ニ
ュ
ー
、
ア
ル
コ

ー
ル
ま
で
も
楽
し
め
る
。

　
豆
の
品
種
が
特
定
で
き
る

―
な
ど
四
つ
の
条
件
を
満
た

し
た
ス
ペ
シ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ー

ヒ
ー
を
提
供
。
ま
た
料
理
に

使
う
卵
は
、
安
心
・
安
全
な

「
小
原
た
ま
ご
」
だ
け
と
い

っ
た
こ
だ
わ
り
ぶ
り
。

　
一
番
の
お
す
す
め
は
「
オ

ム
ラ
イ
ス
」
（
サ
ラ
ダ
付

き
、
九
百
円
・
税
別
）
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
ソ
ー
ス
が
「
卵

に
よ
く
合
う
」
と
好
評
。
歓

送
迎
会
や
誕
生
会
、
子
ど
も

連
れ
で
の
マ
マ
友
の
集
ま
り

ほ
か
貸
し
切
り
（
四
―
十
二

人
）

も

受

け

付

け

て

お

り
、
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
「
小
さ
な
店
で
す
の
で
、

会
話
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
大
切
に
し
て
い
き
た

い
」
と
店
長
の
松
本
康
広
さ

ん
�
�
。
「
で
き

る
範
囲
で
あ
れ

ば
、
リ
ク
エ
ス
ト

に
お
応
え
し
ま

す
」
と
も
。

　
第
一
日
曜
定

休
。
営
業
時
間
は

午
前
十
一
時
―
午

後
十
一
時
（
ラ
ン

チ
＝
午
前
十
一
時

―
午
後
二
時
）。☎

（
７
７
８
）
８
３

３
２
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
際
の
個

人
情
報
は
、
各
コ
ー
ナ
ー
掲

載
と
プ
レ
ゼ
ン
ト
送
付
の
目

的
以
外
に
は
使
用
い
た
し
ま

せ
ん
。
ま
た
、
プ
レ
ゼ
ン
ト

は
中
日
新
聞
販
売
店
が
お
届

け
し
ま
す
。

　
お
な
じ
み
「
元
気
く
ん
・

ち
ゃ
ん
」
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

登
場
し
て
く
れ
る
お
子
さ
ん

（
応
募
時
点
で
二
歳
未
満
の

方
が
対
象
）
を
引

き
続
き
募
集
し
て

い
ま
す
。

受
け
付
け
順
に
全
て
の
方

を
紹
介
し
、
記
念
品
を
差
し

上
げ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

　
応
募
は
郵
送
、
ま
た
は
メ

ー
ル
で
。
本
人
一
人
で
写
っ

て
い
る
写
真
（
返
却
は
い
た

し
ま
せ
ん
）
の
ほ
か
①
住
所

②
氏
名
・
ふ
り
が
な
③
性
別

④
生
年
月
日
⑤
保
護
者
名
⑥

メ
ッ
セ
ー
ジ
⑦
電
話
番
号
⑧

お
近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店

名
を
書
き
添
え
て
、
〒
４
６

３
―
０
０
０
７
、
松
坂
町
三

五
二
、
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー

ス
「
元
気
く
ん
・
ち
ゃ
ん
」

係
へ
お
送
り
く
だ
さ
い
。

　
メ
ー
ル
の
場
合
は
、
件
名

に
「元
気
く
ん
・ち
ゃ
ん
」、本

文
に
①
か
ら
⑧
、
写
真
デ
ー

タ
を
添
付
し
て
＝

ｍ―
ｈ
ｏ
ｍ
ｅ
ｎ
ｅ
ｗ
ｓ

＠
ｄ
ｕ―
ｎ
ｅｔ．
ｎ
ｅ．ｊ

ｐ
（
携
帯
の
絵
文
字
は
使
用

不
可
で
す
）
＝
へ
。
画
質
に

よ
っ
て
は
掲
載
で
き
な
い
こ

と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
ら

か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
は
、
来
年
一
月
五
日

号
の
紙
面
を
飾
る
「
子
ど
も
の
絵
」
を
募
集
し

ま
す
。
カ
ラ
ー
で
の
掲
載
と
な
り
ま
す
の
で
、

新
年
に
ふ
さ
わ
し
い
〝
明
る
く
楽
し
い
〟
絵
を

ど
し
ど
し
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
対
象
は
守
山
区
在
住
の
幼
稚
・
保
育
園
児
、

小
学
生
、
中
学
生
。
四
つ
切
り
画
用
紙
に
水

彩
、
油
彩
、
ク
レ
ヨ
ン
な
ど
で
描
い
た
も
の

と
、
別
紙
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、
学
校
（
幼

稚
園
・
保
育
園
）
名
、
学
年
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
お
近
く
の
中
日
新
聞
販
売
店
、
ま
た

は
守
山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
＝
松
坂
町
三
五
二

（
中
日
総
合
サ
ー
ビ
ス
守
山
営
業
所
）
＝
へ
お

持
ち
く
だ
さ
い
。

　
締
め
切
り
は
十
月
三
十
一
日
（
土
）
。
※
作

品
は
巻
い
た
り
、
折
り
目
を
つ
け
な
い
よ
う
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

　
応
募
多
数
の
場
合
は
本
紙
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る

選
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
採
用
分
に
は
記
念

品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
は
守

山
ホ
ー
ム
ニ
ュ
ー
ス
＝
☎
（
７
５
８
）
０
３
５

１
＝
へ
。

ぜ
ひ
読
ん
で
…
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ナ

ー
を
飾
り
付
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら

　
金
城
学
院
大
学
＝
大
森
二
＝

図
書
館
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

本
選
び
や
飾
り
付
け
で
手
掛

け
、
テ
ィ
ー
ン
ズ
向
け
〝
お
す

す
め
本
〟
を
展
示
す
る
コ
ー
ナ

ー
が
現
在
、
志
段
味
図
書
館
＝

深
沢
一
＝
に
設
け
ら
れ
て
い

る
。
十
一
月
八
日
（日
）ま
で
。

　
地
域
の
文
化
振
興
で
の
協
力

ほ
か
、
同
大
と
区
が
二
年
前
に

結
ん
だ
「
ま
ち
づ
く
り
に
関
す

る
協
定
」
に
基
づ
い
た
も
の
。

大
学
図
書
館
内
の
飾
り
付
け
が

学
生
た
ち
に
好
評
で
、
志
段
味

図
書
館
で
も
テ
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー

ナ
ー
を
常
設
し
て
い
た
こ
と
か

ら
連
携
企
画
が
実
現
し
た
。

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ら
は
、
同
大

一
年
生
約
五
百

七
十
人
か
ら

「
中
高
生
時
代

に
読
ん
で
良
か

っ
た
本
は
」
の

回
答
を
集
め
る

な
ど
し
て
〝
お

す
す
め
本
〟
を

選
定
。
こ
れ
ま

で
の
経
験
を
生

か
し
、
本
を
紹

介
す
る
カ
ー
ド

の
デ
ザ
イ
ン
や

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
に
も
工
夫
を

凝
ら
し
た
。

　
現
在
設
け
ら

れ
て
い
る
コ
ー
ナ
ー
は
「
中
高

生
向
け
お
ス
ス
メ
本
」
と
「
中

学
生
向
け
朝
読
書
お
ス
ス
メ

本
」の
二
つ
で
、合
わ
せ
て
八
十

冊
以
上
が
並
ん
で
い
る
。
「
女

子
大
生
の
セ
ン
ス
で
、
思
わ
ず

手
に
取
り
た
く
な
る
よ
う
な
展

示
を
目
指
し
ま
し
た
」
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ら
。
開
館
時
間
や
休

館
日
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
志
段

味
図
書
館
＝
☎
（
７
３
６
）
６

９
０
７
＝
へ
。

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
振
り
込

め
詐
欺
が
主
の
特
殊
詐
欺
認
知

件
数
が
、
愛
知
県
は
八
月
末
現

在
で
昨
年
の
二
倍
増
、
被
害
総

額
も
約
二
十
二
億
七
千
五
百
万

円
に
上
り
、
「
件
数
・
被
害
額

と
も
愛
知
県
が
全
国
的
に
突

出
。
怪
し
い
と
思
っ
た
ら
、
す

ぐ
家
族
や
警
察
に
相
談
し
て
ほ

し
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
振
り
込
め
詐
欺
は
、
高
齢
者

宅
へ
電
話
越
し
で
子
ど
も
や
孫

と
い
っ
た
離
れ
て
住
む
家
族
を

装
い
「
小
切
手
入
り
の
カ
バ
ン

を
な
く
し
た
」
「
人
妻
を
妊
娠

さ
せ
、
示
談
金
が
必
要
」
な
ど

と
、
銀
行
Ａ
Ｔ
Ｍ
ほ
か
か
ら
犯

人
指
定
の
口
座
に
現
金
を
振
り

込
ま
せ
る
手
口
。

　
最
近
で
は
家
族
の
知
人
と
偽

り
、
直
接
自
宅
を
訪
問
し
て
現

金
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
だ

ま
し
取
っ
た
り
、
「
還
付
金
が

あ
る
か
ら
」
と
社
会
保
険
庁
な

ど
行
政
機
関
を
名
乗
る
手
口
も

あ
る
と
の
こ
と
。

　
八
月
末
現
在
で
五
百
九
十
九

件
、
一
件
当
た
り
約
四
百
万
円

の
被
害
。
県
で
は
「
タ
ー
ゲ
ッ

ト
が
首
都
圏
か
ら
地
方
都
市
の

愛
知
に
変
わ
り
、
急
増
し
て
い

る
の
で
は
。
高
齢
者
の
被
害
と

い
う
こ
と
で
実
際
は
も
っ
と
多

い
」
と
分
析
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
固
定
電
話
で
の
被
害

が
目
立
つ
こ
と
か
ら
「
留
守
番

電
話
に
し
て
お
い
て
、
様
子
を

見
る
」
「
家
族
間
で
ま
め
に
連

絡
を
取
り
合
う
な
ど
、
高
齢
者

を
孤
立
さ
せ
な
い
こ
と
も
抑
止

に
つ
な
が
り
ま
す
」
と
対
策
を

勧
め
て
い
る
。

　
◇
守
山
鯱
城
会
「
第
�
回
趣

味
の
作
品
展
」

　
�
日
（
水
）
―
�
日
（
日
）

前
９
・
�
―
後
６
（
�
日
は
後

５
ま
で
）
、
名
古
屋
市
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
矢
田
＝
東
区
大
幸
南
一

ノ
一
ノ
一
〇
。
※
問
い
合
わ
せ

は
同
会
行
事
委
員
長
の
伊
藤
さ

ん
方
☎
（
７
９
４
）
０
３
６
４

へ
。
名
古
屋
市
高
年
大
学
卒
業

の
区
内
在
住
者
で
つ
く
る
同
会

会
員
ら
に
よ
る
絵
画
や
写
真
、

書
、
陶
芸
な
ど
六
十
四
点
を
展

示
。
一
般
対
象
。
無
料

　
◇
す
こ
や
か
健
康
教
室
「
お

風
呂
や
さ
ん
で
　
お
元
気
か
～

い
」

　
�
日
（
木
）
後
１
・
�
―
２

・
�
、
ぽ
か
ぽ
か
温
泉
新
守
山

乃
湯
＝
鳥
羽
見
二
ノ
一
〇
ノ
一

〇
。
※
問
い
合
わ
せ
は
名
古
屋

浴
場
商
業
協
同
組
合
☎
（
３
２

２
）
５
７
３
５
へ
。
在
宅
保
健

師
会
「
あ
い
ち
」
の
保
健
師

が
、
筋
肉
減
少
症
の
対
策
や
脳

卒
中
の
早
期
発
見
・
予
防
な
ど

健
康
に
つ
い
て
話
を
す
る
ほ
か

体
操
指
導
も
。
市
内
在
住
、
六

十
五
歳
以
上
の
人
対
象
。
無
料

　
◇
と
も
だ
ち
を
つ
く
ろ
う

　
�
日
（
金
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
守
山
児
童
館
☎
（
７
９

６
）
１
５
０
１
。
親
子
体
操
や

手
作
り
遊
び
を
一
緒
に
楽
し
み

な
が
ら
友
達
づ
く
り
。
幼
児
と

そ
の
保
護
者
対
象
。
無
料

　
◇
も
り
や
ま
っ
こ
子
育
て
広

場
　
ｉ
ｎ
　
守
山

　
�
日
（
水
）
前
�
―
正
午
、

守
山
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
。
※

問
い
合
わ
せ
は
区
役
所
民
生
子

ど
も
課
☎
（
７
９
６
）
４
５
９

２
へ
。
手
作
り
お
も
ち
ゃ
や
体

操
遊
び
な
ど
親
子
で
楽
し
め
る

ほ
か
、
子
育
て
に
役
立
つ
ミ
ニ

講
座
と
情
報
コ
ー
ナ
ー
も
。
区

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「
モ
リ
ス
ち
ゃ
ん
」
が
来
場
。

靴
を
入
れ
る
袋
を
持
参
。
未
就

園
児
と
そ
の
保
護
者
対
象
。
無

料
◇
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
の
お
は
な

し
会

　
�
日
（
木
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
志
段
味
図
書
館
☎
（
７

３
６
）
６
９
０
７
。
絵
本
の
読

み
聞
か
せ
、
わ
ら
べ
う
た
ほ

か
。
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
対

象
。
無
料

　
◇
ち
い
さ
い
人
向
け
お
は
な

し
会
「
よ
ち
よ
ち
」

　
�
日
（
金
）
前
�
・
�
―
�

・
�
、
守
山
図
書
館
☎
（
７
９

３
）
６
２
８
８
。
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
や
手
あ
そ
び
、
わ
ら
べ

う
た
な
ど
。
乳
幼
児
と
そ
の
保

護
者
対
象
。
無
料

　
◇
第
�
回
守
山
生
涯
学
習
ま

つ
り
～
来
て
�
見
て
�
楽
し
い

セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
～

　
�
日
（
土
）
前
９
・
�
―
後

５
、
�
日
（
日
）
前
�
―
後

３
、
守
山
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
（
７
９
１
）
７
１
６
１
。
同

セ
ン
タ
ー
で
活
動
し
て
い
る
自

主
学
習
グ
ル
ー
プ
の
作
品
展
示

や
ス
テ
ー
ジ
発
表
、
体
験
教

室
、
バ
ザ
ー
な
ど
。
無
料
（
一

部
有
料
の
催
し
も
あ
り
）

　
◇
秋
の
い
け
花
展

　
�
日
（
日
）
前
�
―
後
４
、

守
山
区
役
所
講
堂
。
※
問
い
合

わ
せ
は
区
役
所
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
☎
（
７
９
６
）
４
５
２
７

へ
。
守
山
区
華
道
連
盟
所
属
の

教
授
者
社
中
に
よ
る
作
品
の
展

示
。
呈
茶
（
有
料
、
後
３
ま

で
）
あ
り
。
一
般
対
象
。
無
料

　
緑
樹
歌
会

　
　
　
　
　
　
岡
　
美
沙
子
選

根
か
ぎ
り
介
護
を
す
れ
ば
「
あ

り
が
と
う
」
の
言
葉
残
し
て
父

母
は
逝
き
た
り
　
深
水
　
十
馬

そ
の
妻
を
介
護
せ
る
ひ
と
リ
ュ

ッ
ク
背
に
車
椅
子
押
す
昨
日
も

今
日
も
　
　
　
　
加
藤
　
繁
子

延
命
を
拒
否
し
て
夫
の
介
護
受

け
友
従
容
と
い
の
ち
仕
舞
へ
り

　
　
　
　
　
　
　
菊
池
　
隆
子

卆
寿
な
る
義
兄
は
夫
に
苦
笑
せ

り
「
弟
の
介
護
を
受
け
て
は
お

し
ま
ひ
」
　
　
　
加
藤
　
静
子

高
空
は
も
う
秋
な
の
か
真
綿
雲

ふ
は
ふ
は
千
切
れ
て
炎
昼
を
浮

く
　
　
　
　
　
　
�
橋
　
正
幸

生
り
だ
し
た
十
六
さ
さ
ぎ
は
滝

の
よ
う
流
れ
の
間
に
間
に
花
の

む
ら
さ
き
　
　
　
森
　
　
勝
子

い
つ
知
ら
ず
庭
土
黒
く
濡
れ
て

あ
り
花
が
よ
ろ
こ
ぶ
雨
の
降
り

や
う
　
　
　
　
　
柴
崎
　
郁
子

あ
を

剪
り
も
ど
す
桔
梗
の
紫
の
鮮
や

け
し
台
風
去
り
て
朝
露
ま
と
ふ

　
　
　
　
　
　
　
松
原
　
弘
子

夕
空
の
金
色
の
雲
波
に
似
て
ひ

と
日
の
暑
さ
何
時
し
か
忘
る

　
　
　
　
　
　
　
中
村
不
早
子

百
日
紅
の
陰
に
停
ま
れ
る
介
護

車
の
屋
根
に
散
り
ぼ
ふ
花
の
く

れ
な
ゐ
　
　
　
　
岡
　
美
沙
子

◇

　
「
帯
」
さ
く
ら
俳
句
会

　
　
　
　
　
　
川
崎
　
隆
人
選

雨
の
来
て
ざ
わ
め
く
貴
船
納
涼

床
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
勅
子

わ
く
ら
ば

病
葉
や
父
の
戦
後
は
貝
と
な
り

　
　
　
　
　
　
　
横
田
　
和
子

帰
省
子
の
島
の
岩
場
に
釣
三
昧

　
　
　
　
　
　
　
有
賀
眞
佐
子

悠
久
に
語
り
続
け
む
原
爆
忌

　
　
　
　
　
　
　
飯
田
　
昌
子

闇
夜
に
も
終
の
命
の
蟬
時
雨

　
　
　
　
　
　
　
糸
井
　
英
子

覚
め
遣
ら
ぬ
夢
の
中
に
も
蟬
の

声
　
　
　
　
　
　
井
戸
田
幸
光

向
日
葵
の
迷
路
に
隠
れ
孫
の
声

　
　
　
　
　
　
　
伊
藤
　
美
子

満
天
の
花
火
を
仰
ぐ
旅
の
宿

　
　
　
　
　
　
　
井
宮
登
美
子

ゆ

か

水
音
や
貴
船
で
味
は
ふ
川
床
料

理
　
　
　
　
　
　
大
島
　
郁
代

八
月
や
パ
ン
ド
ラ
の
箱
忘
れ
ま

じ
　
　
　
　
　
　
太
田
　
明
治

故
里
の
駅
に
老
鶯
声
透
る

　
　
　
　
　
　
　
大
野
き
く
ゑ

ゴ
キ
ブ
リ
取
り
急
ぎ
の
足
に
ひ

つ
か
け
る
　
　
　
太
田
　
聖
子

涼
風
や
芭
蕉
生
家
の
古
草
鞋

　
　
　
　
　
　
　
鬼
頭
ト
シ
子

原
爆
忌
逝
き
し
児
孫
と
同
じ
年

　
　
　
　
　
　
　
佐
賀
野
桂
子

倒
れ
伏
す
コ
ス
モ
ス
二
輪
の
花

か
か
ぐ
　
　
　
　
内
野
　
卓
雄

惜
し
む
て
ふ
寂
し
さ
月
に
逝
く

人
に
　
　
　
　
　
川
崎
　
隆
人

〔２〕２０１５年（平成２７年）１０月１０日（土曜日）

                     

                                                                                    

                                                                                                         


